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135　　　　 ハ ィブ リダ イif　一シ ョ ン法 による畷 A塩墓配列決定法 （第 3 報 ）

　 　　　 　 （三 菱化挙 ・筑 波谺）

　　　　　 ○畠縣鷸久 、 桑原孔一朗、小林　幹 、 専沢真人 ， 滉 川英明

【目的 】　ハ イ ブ リダイゼ ー
シ n ン法 を期 い た D瀧 塩基 配 遡決 定法 （S騨 法 ；

Sequencing　by　Hybridization）の 確立を 嗣標 と し 、 完全梱補 ハ イ ブ リ ッ ドと
一塩

基 ミス マ ッチ の 判珊能 の 向上 と、検轟シグ ナル の 増強を 曷的と して ハ イプリダイ

ゼー シ s ン条件 の 検討を行 っ た 。

【方 法 お よ び 結粟翌 我々 は こ れ 厳 で にDNAプ靉
一 プの 萄末端 にイ ノ シ ン を導入 す

る こ とで 、ハ イ ブ リダイゼ ー シ ョ ン感 度及び ミ ス マ ッ チ判劉能の 向上を報 籥 して

い る （イ ノシ ン ・プ匚ト ブ浤 ）
1 ）

。 求た 、 ハ イブ リダ イゼ ー シ ョ ン溶液組威の検

討結果 、
ハ イプ リダイゼー

シ ョ ン反溶蔽 へ の 界 面濡性剤の 添加 が 、 感 農向上 に有

効で あ る こ とを確認 して い る
2）

。今圃 は 、イ ノ シ ン プ va　一ブ浤 に おけ る 、
　 DNAプ m

一 ブ鎖長の ハ イ ブリダイゼ ー シ ョ ンへ の 影響を検討 したの で 報管する 。

　本研 究は 、 通 産省 の 地球環境産業技術 研究 開発制慶の 一環 と して 、新工 ネル ギ
ー ・産業妓術総合開発機構よ り依託 を憂けて 、奚施 した もの で ある 。

1）平成 7 無度 日本分 峯鑑物学会要 旨集 　p．S21

2 ）平成 8 奪度目本農芸化学会覈 旨集　p．72

Syste鵬atic 　investigation　of 　hybridization　condition 　for　establishlng 　arl

efficient 　 DNA　sequencing 　eneth   d （111）．
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【Key　H   rds 】　sequencing 　by　hybridization，　inosine
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，ly7？◎monasma 総菌 における シグナル ペ プチ ド葬儀存型翁泌
酵紊の 労泌 に 鬻欝する遺儀子
（驚敢大 ・生物応薦 ，

＊福山大 ・食晶工 学》
簗瀬英司 ， ○出鬮浩之 ， 署佐恵一 郎， 岡本賢治 ， 書蜜恵
畢 ，

＊外村鰹三

ζ鶴駒翌グ ラム 隱性飆薩 ， Zpm ρmOnaS 鱒 0わ’侮 の生産する レバ ンス ク

ラー ゼとイ ンベ ル タ ー 耀 は閥東領域に シグナル ペ プチ ド様醗鯛が認 め ら
れな い に もか か わらず ， 内膜や外膜を叢過 して 命泌 される ． 本飜鏡は ，

シグナル ペ プチ ド舞俵篠型禽泌機構の解明を 驥酌と して ， Z 摺 ρむ鞠 の染
色体1）NA か らク 職 一 ン艦 した脅泌捉逸鷺癒子く蕗 鼠 O 貸F愚 3＄むp ，

　Mw ：

2◎726♪の 機能 を大腸菌とX．　mobit ’醜 の 翻胞内で 比較 した。

【方法 と結果馨大騰懿内で の 99i＄の斃環は ， 叢霧さ儲 たZ 擶 o餠傭 麟来 レ
バ ンス ク ラー ゼ やイ ンベ ル タ ー 艫の 分鰹 を儷講す る とと虧に ， シ グナル
ペ プチ ド依袴型労灘酵繋の 分灘を健進 した 。 しか し ， 認撫 の 高発現 が鑑臠
阻書や溶菌を誘轟 した こ とから ， zfi＄の高発競 によ 鯵大腸蘊飆胞 の 膿櫛
造 が 変化 した と考鸚 した ． しか し，

Z ．　maohifi ＄内で の 瀦 ＄の 発競で は ， 顕

著な レバ ンス ク ラ ー 爆や イ ン ベ ル タ ー 艇の 分 鰹梶遜劫粟 は観覊書れ ず，

こ れ ら酵棄 の分懇 には麟 ＄と と もに複数の 禽鰹濺転子   颶辱が推定 され
た ．
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